
５.空間図形の複合問題 （長さ・面積・体積・角度ほか）【2015年度出題】 

 

【問 1】 

図１のように，OA＝5 cmの直角二等辺三角形 OABがあります。 

次の(1)～(3)に答えなさい。ただし，円周率はπを用いなさい。 

（北海道 2015年度） 

(1) 図１の△OAB を，点 O を中心として矢印の方向に 20°回転させる

とき，点 Bが動いてできる弧の長さを求めなさい。 

(2) 図１の△OAB を，点 O を中心として矢印の方向に 90°回転させる

とき，辺 ABが動いてできる図形の面積を求めなさい。 

(3) 図２のように，図１の△OABの辺OA と平行で，距離が 5 cmの直線

があります。△OAB を，辺 OA を軸として 1 回転させてできる立

体を P，直線 を軸として 1回転させてできる立体を Q とします。立

体 P の体積を求めなさい。また，立体 P の体積は，立体 Q の体積

の何倍ですか，求めなさい。 

 

図１ 

 

 

 

図２ 
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解答欄 

 

(1) cm 

(2) 

〔計算〕 

答              cm2 

(3) 

cm3 

倍 

 

 
 



解答 

(1) π cm 

(2) 

〔計算〕 

△OABは直角二等辺三角形より 

OB＝ となる。…① 

△OABを 90°回転させた三角形を△OCD とすると 

求める図形の面積のうち線分 BD より上方部分の面積は 

× × ×π－ ×5×5×2 

＝ π－25…② 

求める図形の面積のうち線分 AD より下方部分の面積は 

5×5－ ×5×5×π＝25－ π…③ 

②，③より 

＋ ＝ π 

答 π cm2 

(3) 

π cm3 

倍 
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解説 

(1) 

△OABは AO＝AB＝5 cm，∠OAB＝90°の直角二等辺三角形より OB＝ cm 

よって点 Bが動いた長さは半径が cm，中心角 20°のおうぎ形の弧の長さと一致するので 

2π× × ＝ π cm 

(2) 

△OABを点 Oを中心として矢印の方向に 90°回転させたとき A，Bが移った点をそれぞれ ， とする。 

辺 ABが動いてできる図形の面積は 

おうぎ形 OB ＋△O －△OAB－おうぎ形 OA  

△OAB≡△O より 

おうぎ形 OB －おうぎ形 OA  

＝π×( )2× －π×52×  

＝ π cm2 

(3) 

立体 Pは底面の半径が 5 cm，高さが 5 cmの円錐だからその体積は 

×π×52×5＝ π cm3 

Aから直線 に垂線をひき交点をH とし Oから直線 に垂線をひき交点を K とする。 

また BOの延長線と直線 との交点を I とする。 

△IBHを直線 を軸として 1回転させてできる円錐を立体 R とし 

正方形 OAHKを直線 を軸として 1回転させてできる円柱を立体 T 

△IKOを直線 を軸として 1回転させてできる立体を立体 U とする。 

立体 Rは立体 P と相似で相似比は 5：10＝1：2 より体積比は 1：8 

よって立体 Rの体積は π×8＝ π cm3 

立体 Tの体積はπ×52×5＝125π cm3 

立体 Uは立体 P と合同なのでその体積は π cm3 

よって立体 Qの体積は 

立体 Rの体積－立体 Tの体積－立体 Uの体積 

＝ π－125π－ π＝ π cm3 

したがって立体 Pの体積は立体 Qの体積の π÷ π＝ 倍 
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【問 2】 

図のような，∠ABC＝90°，AB＝BC＝2 cm の直角二等辺三角形 ABC

を底面とし，高さが 4 cmの三角柱の容器に，水を入れて密閉します。 

この容器を水平な台の上に，面 ABC が容器の底となるように置いたとき

の，底から水面までの高さを x cm とします。 

次の(1)，(2)の問いに答えなさい。ただし，容器の厚さは考えないものとし

ます。 

 （宮城県 2015年度 前期） 

(1) この容器に入っている水の体積を，xを使った式で表しなさい。 

(2) この容器を水平な台の上に，面 ABED が容器の底となるように置きかえたとき，底から水面までの高さは 1 

cmになりました。xの値を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm3 

(2)  

 

 

解答 

(1) 2x cm3 

(2) 3 

解説 

(1)  

水の体積は 

底面積×高さより
2

1
×2×2×x＝2x cm3 

(2) 

水の入っていない部分は 2－1＝1 cmを 2辺とする直角三角形を底面とし 

高さを 4cm とする三角柱の体積と一致する。 

よって水の体積は
2

1
×2×2×4－

2

1
×1×1×4＝8－2＝6 cm3 

よって 2x＝6 

x＝3 

 



【問 3】 

図のように，円 O を底面とし，点 A を頂点とする円錐の母線 AB 上に AC：

CB＝1：3 となる点 Cをとります。点 Cを通り，底面に平行な平面と直線 OA と

の交点を D とします。また，点 O と点 B，点 C と点 D をそれぞれ結びます。

OA＝8 cm，OB＝4 cmのとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

 （宮城県 2015年度 後期） 

(1) 線分 CDの長さを求めなさい。 

(2) 中心が点 Dで，線分 CDを半径とする円を円 D とします。円 Dを底面

とし，点 Aを頂点とする円錐の体積と，円 Dを底面とし，点 Oを頂点とする円錐の体積の和を求めなさい。 

ただし，円周率をπとします。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) 1 cm 

(2) 
3

8
π cm3 

解説 

(1) 

△ABOにおいて 

CD // BO より 

CD：BO＝AC：AB 

CD：4＝1：4 

4CD＝4 

CD＝1 cm 

(2) 

CD // BO より 

AD：DO＝AC：CB＝1：3 

OA＝8 cm より 

AD＝8×
4

1
＝2 cm 

OD＝8－2＝6 cm 

よって求める体積の和は
3

1
×π×12×2＋

3

1
×π×12×6＝

3

2
π＋2π＝

3

8
π cm3 

 



【問 4】 

図１は三角錐 Vの展開図であり，面 ABCは BC＝CA＝4 cm，∠ACB＝90°の直角二等辺三角形，面 ACDは

CD＝8 cm，∠ACD＝90°の直角三角形，面 BCE は∠BCE＝90°の直角三角形である。図２は，図１の展開図を

面 ABCを底面にして組み立てたときの三角錐 Vの投影図である。次の問１～問３に答えなさい。 

（秋田県 2015年度） 

図１ 図２ 

 

 

問１ 立面図の点 Pの位置に集まる頂点を，A～Fの中からすべて選んで記号を書きなさい。 

問２ 辺 AFの長さを求めなさい。求める過程も書きなさい。 

問３ 点 Cを頂点，面 FBAを底面としたときの三角錐 Vの高さを求めなさい。 

 



解答欄 

 

問１  

問２ 

〔過程〕 

答             cm 

問３ cm 

 

 

解答 

問１ D，E，F 

問２ 

〔過程〕 

AF＝x cm とすると 

辺 ADは組み立てたときに辺 AF と重なる辺であるから 

AD＝AF＝x cm 

面 ACDは直角三角形であるので 

三平方の定理から 

x2＝42＋82 

x＞0であるから 

x＝ 54  

したがって AF＝ 54 cm 

答 54 cm 

問３ 
3

8
cm 

解説 

問１ 

△ABCが底面より三角錐の頂点 Pに集まる点は点 D，E，F 

問２ 

△ACDにおいて∠ACD＝90°より三平方の定理を利用して AD＝ 22 84 ＋ ＝ 80 ＝ 54 cm 

組み立てると辺 AF と辺 ADは重なるので AF＝ 54 cm 

問３ 

△ABCは AC＝BC＝4 cm，∠ACB＝90°の二等辺三角形なので AB＝ 24 cm 

△FABにおいて点 Fから辺 ABに垂線をひき交点を H とすると 

AH＝BH＝ 22 cm 

FH＝ 22 )22()54( － ＝ 26 cm 

よって△FBA＝
2

1
× 24 × 26 ＝24 cm2 

△FBAを底面としたときの三角錐 Vの高さを h とすると 

3

1
×24×h＝

3

1
×
2

1
×4×4×8 h＝

3

8
cm 

 



【問 5】 

図１は三角錐 V の展開図であり，AC＝8 cm，BC＝6 cm，∠ACB＝∠CBD＝90°，面 ACE は正三角形であ

る。図２は，図１の展開図を面 ABC を底面にして組み立てたときの三角錐 Vの投影図の一部である。次の問１～問

３に答えなさい。 

（秋田県 2015年度） 

図１ 図２ 

 
 

問１ 辺 BFの長さを求めなさい。求める過程も書きなさい。 

問２ 平面図における頂点 D の位置として最も適切な点を，上のア～カの点の中から 1 つ選んで記号を書きなさ

い。 

問３ 三角錐 Vの体積を求めなさい。 

 



解答欄 

 

問１ 

〔過程〕 

答                cm 

問２  

問３ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 

〔過程〕 

BF＝x cm とすると 

辺 BDは組み立てたときに辺 BF と重なる辺であるから 

BD＝BF＝x cm 

面 ACEは正三角形であるから 

CE＝AC＝8 cm 

辺 CDは組み立てたときに辺 CE と重なる辺であるから 

CD＝CE＝8 cm 

面 BDCは直角三角形であるので 

三平方の定理から 

x2＋62＝82 

x＞0であるから 

x＝ 72  

したがって BF＝ 72 cm 

答 72 cm 

問２ ウ 

問３ 316 cm3 

解説 

問１ 

△BCDにおいて 

∠CBD＝90°，BC＝6 cm，CD＝CE＝8 cm より 

BD＝ 22 68 － ＝ 28 ＝ 72 cm 

よって BF＝BD＝ 72 cm 

問２ 

点 Dの位置は立面図よりア，ウ，オ 

EA＝EC よりウ，エ 

よってどちらにも当てはまるウとなる。 

問３ 

点 Eから辺 ACに垂線をひき交点を H とすると 

△ACEは 1辺が 8 cmの正三角形より EH＝ 34 cm 

点 Dから底面に垂線をひき交点を K とすると 

△DKHにおいて 

∠DKH＝90°，KH＝6 cm，DH＝ 34 cm より 

DK＝ 22 6)34( － ＝ 12 ＝ 32 cm 

よって求める三角錐 Vの体積は
3

1
×
2

1
×6×8× 32 ＝ 316 cm3 

 



【問 6】 

下の図のような，1辺の長さが 32 cmの正三角形 ABC を底面とし，他の辺の長さが 4 cm の正三角錐がある。

辺 BC の中点を M とし，辺 OC 上に線分 AN と線分 NB の長さの和が最も小さくなるように点 N をとる。このとき，

次の問１～問３に答えなさい。 

（福島県 2015年度） 

 

 

問１ 線分 OMの長さを求めなさい。 

問２ 線分 ON と線分 NCの長さの比を求めなさい。 

問３ 面 OAB と点 N との距離を求めなさい。 

 



解答欄 

 

問１ cm 

問２ ON：NC＝        ： 

問３ cm 

 

 

解答 

問１ 13 cm 

問２ ON：NC＝5：3 

問３ 
52

3915
cm 

解説 

問１ 

△OBCは OB＝OC＝4 cm，BC＝ 32 cmの二等辺三角形で 

Mは BCの中点より OM⊥BC，BM＝ 3 cm 

よって△OBMにおいて三平方の定理より OM＝ 22 )3(4 － ＝ 13 cm 

問２ 

AN と NCの長さの和が最も小さくなるように Nをとると右の図のようになる。 

△OABで OA＝OB，∠AON＝∠BON より OC⊥ABになるから 

ON＝x cm，NC＝4－x cm とすると 

三平方の定理より OB2－ON2＝BC2－NC2 

よって 42－x2＝( 32 )2－(4－x)2 

これを解いて x＝
2

5
cm 

したがって NC＝4－
2

5
＝

2

3
 

ON：NC＝
2

5
：
2

3
＝5：3 

問３ 

ABの中点を P とする。 

△ABCは 1辺が 32 cmの正三角形より CP＝3 cm 

Cから OPに垂線をひき交点を R とし OR＝x cmすると 

42－x2＝32－( 13－x)2 

これを解いて x＝
13

1310
cm 

CR＝

2

2

13

1310
4 








－ ＝

13

396
cm 

Nから OPに垂線をひき交点を Q とする。 

NQ // CR よりNQ：CR＝5：8 

NQ：
13

396
＝5：8 

8NQ＝
13

3930
 

NQ＝
52

3915
cm 

 

 

 



【問 7】 

図のように， 1 辺の長さが 3 cm である立方体

ABCDEFGHがある。辺 BF上に BP＝2 cm となる点 P，

辺 FE上に FQ＝2 cm となる点Q，辺 FG上に FR＝2 cm

となる点 Rをとる。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（茨城県 2015年度） 

問１ 線分 DPの長さを求めなさい。 

問２ 四角すい BAQRCの体積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 22 cm 

問２ 
2

15
cm3 

解説 

問１ 

△ABDは∠BAD＝90°の直角二等辺三角形だから BD＝ 23 cm 

△BDPにおいて∠DBP＝90°より 

三平方の定理から DP＝ ( ) 22
223 ＋ ＝ 22 cm 

問２ 

AQ，BF，CRを延長し交点を O とする。 

△AOBにおいて 

QF // AB より 

OF：OB＝QF：AB＝2：3 

よって OF：FB＝2：1 

FB＝3 cm より 

OF：3＝2：1 

OF＝6 cm 

したがって求める四角すい BAQRCの体積は 

三角すい OABC－三角すい OQFR－三角すい BQFR 

＝
3

1
×
2

1
×3×3×(6＋3)－

3

1
×
2

1
×2×2×6－

3

1
×
2

1
×2×2×3 

＝
2

27
－4－2 

＝
2

15
cm3 

 



【問 8】 

右の図１に示した立体 A－BCD は，AD＝8 cm，BD＝CD＝4 cm，∠ADB＝

∠ADC＝∠BDC＝90°の三角すいである。辺 AD 上にある点を P とする。頂点

B と点 P，頂点 C と点 Pをそれぞれ結ぶ。 

次の各問に答えよ。 

（東京都 2015年度） 

問１ AP＝PDのとき，△BCPの内角である∠BPCの大きさは何度か。 

問２ 右の図２は，図１において，AP＝6 cmのとき，辺 BC の中点を M，頂点 A

と点Mを結び，点 Pから線分 AMに引いた垂線と線分 AM との交点をQ

とし，頂点 B と点 Q，頂点 C と点 Q をそれぞれ結んだ場合を表している。

立体 P－QBCの体積は何 cm3か。 

 

図１ 

 

図２ 

 

解答欄 

 

問１ 度 

問２ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 60度 

問２ 
3

16
cm3 

解説 

問１ 

AP＝PD＝8÷2＝4 cm 

△BCD，△PBD，△PCDは 2辺が 4 cmの直角二等辺三角形だから BC＝PB＝PC＝ 24 cm 

よって△PBCは正三角形になるので∠BPC＝60° 

問２ 

△ABD と△ACDにおいて 

三平方の定理より AB＝AC＝ 22 48 ＋ ＝ 54 cm 

Mは二等辺三角形の底辺の中点だから BM＝CM＝ 24 ÷2＝ 22 cm 

また∠AMB＝90°だから △ABMにおいて 

三平方の定理より AM＝ ( ) ( )22
2254 － ＝ 26 cm 

△CMDは直角二等辺三角形だから MD＝ 22 cm 

△APQ∽△AMDだから 

AP：AM＝AQ：AD 

6： 26 ＝AQ：8 

AQ＝ 24 cm 

同様に AP：AM＝PQ：MD より 

6： 26 ＝PQ： 22  

PQ＝2 cm 

よって立体 P－QBCの体積は 

3

1
×△QBC×PQ 

＝
3

1
×

2

1
× 24 ×( 26 － 24 )×2 

＝
3

16
cm3 

 



【問 9】 

右の図１は，線分 ABを直径とする円 Oを底面とし，線分 ACを母線とする円すいで

あり，点 Dは線分 BCの中点である。 

AB＝6 cm，AC＝10 cm のとき，次の問いに答えなさい。ただし，円周率はπとす

る。 

（神奈川県 2015年度） 

問１ この円すいの体積を求めなさい。 

問２ この円すいにおいて，2点 A，D間の距離を求めなさい。 

問３ この円すいの表面上に，図２のように点 A から線分 BC と交わるように，点 A ま

で線を引く。このような線のうち，長さが最も短くなるように引いた線の長さを求

めなさい。 

 

図１ 

 

図２ 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

問３ cm 

 

 

 



解答 

問１ 913 π cm3 

問２ 43 cm 

問３ 5＋ 55 cm 

解説 

問１ 

△CAOにおいて 

三平方の定理より CO＝ 22 310 － ＝ 91 cm 

よって円すいの体積は
3

1
×π×32× 91 ＝ 913 π cm3 

問２ 

Dから ABに垂線をひき交点を H とすると DH//CO 

よって BH：HO＝BD：DC＝1：1 より BH＝HO＝
2

3
cm 

また DH：CO＝BD：BC＝1：2 

DH＝
2

91
cm 

△DAHにおいて 

三平方の定理より AD＝
22

2

3
3

2

91
















＋＋ ＝ 43 cm 

問３ 

円すいを展開し側面のおうぎ形を CAAとする。 

線が最も短くなるのは線が線分 AAと一致するときである。 

おうぎ形の中心角∠ACA＝a°とすると 

2π×10×
360

a
＝6πより 

a＝108 

CA＝CAより∠CAA＝∠CA A＝(180°－108°)÷2＝36° 

△CAAにおいて∠ACAを 3等分する直線と AAとの交点を E，F とする。 

∠ACF＝2×36°＝72° 

∠AFC＝180°－(72°－36°)＝72° 

∠ACF＝∠AFC より AF＝AC＝10 cm 

また△FCAにおいて∠FCA＝∠FA C＝36°より 

FC＝FA＝x cm とおくと 

△CAA∽△FCAだから 

CA：FC＝AA ：CA  

10：x＝(10＋x)：10 

x(10＋x)＝100 

x2＋10x－100＝0 

x＝
2

50010±－
 

＝
2

51010±－
 

＝ 555±－  

x＞0 より 

x＝ 555＋－  

よって AA＝10＋x＝10 555＋－ ＝ 555＋ cm 

 



【問 10】 

下の図のように，AB＝2 cm，AD＝6 cm，BF＝2 cmの直方体 ABCD－EFGHがある。辺 BC上に BP＝2 cm

となる点 P，辺 FG上に FQ＝2 cm となる点 Q，辺HE上に HR＝2 cm となる点 Rをとる。このとき，次の問１～問

４に答えなさい。 

（新潟県 2015年度） 

 

問１ 直線 AB とねじれの位置にある直線を，次のア～オから二つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 直線 BF     イ 直線 FP     ウ 直線 PD     エ 直線 QD     オ 直線 GH 

問２ 線分 PD と線分 PRの長さを，それぞれ答えなさい。 

問３ ∠PRDの大きさを求めなさい。 

問４ △FPDの面積は，△FQDの面積の何倍か，求めなさい。 

解答欄 

 

問１  

問２ 

PD＝           cm 

PR＝           cm 

問３ ∠PRD＝           度 

問４ 倍 

 

 

 



解答 

問１ イエ 

問２ 

PD＝ 52 cm 

PR＝ 32 cm 

問３ ∠PRD＝90度 

問４ 3 倍 

解説 

問１ 

直線 AB と交わるものと平行であるものを除くとねじれの位置が残る。 

問２ 

△PCDにおいて 

三平方の定理より PD＝ 22 24 ＋ ＝ 52 cm 

点 Rから辺 FGに垂線をひき交点を K とすると 

△RQKにおいて 

QR＝ 22 22 ＋ ＝ 22 cm 

△PQRにおいて 

PR＝ 22 2)22( ＋ ＝ 32 cm 

問３ 

△DRHにおいて 

DR＝ 22 22 ＋ ＝ 22 cm 

PR2＋DR2＝( 32 )2＋( 22 )2＝12＋8＝20 PD2＝( 52 )2＝20 

PR2＋DR2＝PD2が成り立つので 

三平方の定理の逆より∠PRD＝90° 

問４ 

4点 D，P，F，Rは直方体の切断面とみることができるので同一平面上にある。 

三平方の定理より FP＝RD＝ 22 22 ＋ ＝ 22 cm 

PD＝FR＝ 22 24 ＋ ＝ 52 cm 

2組の対辺の長さがそれぞれ等しいから 

四角形 PFRDは平行四辺形になる。 

よって FP // RD 底辺が共通で高さが等しいので 

△FPD＝△FPR 

また平行線の錯角は等しいから∠DRP＝∠FPR＝90° 

よって△FPD＝△FPR＝
2

1
× 22 × 32 ＝ 62 cm2 

△FQD＝
2

1
×2× 22 ＝ 22 cm2 だから 

△FPDは△FQDの 62 ÷ 22 ＝ 3 倍 

 



【問 11】 

太郎さんと花子さんが，1辺の長さが 2 cmの正四面体 ABCDの体積の求め方について話をしている。次の会話

を読んで，あとの問いに答えなさい。 

（富山県 2015年度） 

花子 太郎さんは図１のような正四面体の体積をどのようにして求め

たのですか。 

太郎 立体の体積は底面の面積と高さがわかれば求めることができ

るから，点 Aから面 BCDに垂線をひいて答えを求めたよ。 

花子 私も同じようにして求めたのよ。でも，図２のように辺 AB の中

点を M として，面 MCD と辺 AB が垂直であることを利用で

きないかしら。 

太郎 面MCD と辺 ABは垂直だといえるのかな。 

花子 図３において，直線 と平面 P が点 O で交わっていて，点 O

を通る平面 P 上の少なくとも  Ⅰ  本の直線が直線 と垂

直であるとき，平面 P と直線 が垂直であると習ったよね。 

太郎 そうだね。図２にあてはめてみれば，AB⊥  Ⅱ  ，AB⊥  

Ⅲ  だから，面MCD と辺 ABは垂直なんだね。 

花子 それに，図２のように，点 H をとれば，△MCD の面積を求め

ることができるよね。 

太郎 △MCDを底面，AMを高さと見れば，四面体AMCDの体積

を求めることができ，正四面体 ABCD の体積も求めることが

できるよね。 

図１ 

 

図２ 

 

図３ 

 

問１ Ⅰにあてはまる数を答えなさい。 

問２ Ⅱ，Ⅲにあてはまる線分を，次のア～力からそれぞれ選び，記号で答えなさい。 

ア BC     イ AD     ウ MC     エ BD     オ MD     力 AC 

 



問３ △MCDの面積を求めなさい。 

問４ 1辺の長さが 2 cmの正四面体の体積を求めなさい。 

解答欄 

 

問１  

問２ 

Ⅱ  

Ⅲ  

問３ cm2 

問４ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 2 

問２ 

Ⅱ ウ 

Ⅲ オ 

問３ 2 cm2 

問４ 
3

22
cm3 

解説 

問１ 

直線 と平面 Pが点 Oで交わっているとき 

点 Oを通る平面 P上の少なくとも 2本の直線が直線 と垂直であるとき 

平面 P と直線 が垂直であるといえる。 

問２ 

△ABD と△ABCは正三角形であるから 

点Mが辺 ABの中点のとき AB⊥MD，AB⊥MCがいえる。 

問３ 

MD，MCは 1辺が 2 cmの正三角形の高さになるから 

MD＝MC＝ 3 AM＝ 3 ×1＝ 3 cm 

△MCDは二等辺三角形なので 

MH＝ 22 1)3( － ＝ 2 cm 

よって△MCD＝
2

1
×2× 2 ＝ 2 cm2 

問４ 

正四面体 ABCDの体積は 

2×三角すい AMCD 

＝2×
3

1
× 2 ×1 

＝
3

22
cm3 

 



【問 12】 

右の図のように，1辺の長さが 4 cmの立方体 ABCD－EFGHがある。辺

EF，EHの中点をそれぞれM，N とする。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（石川県 2015年度） 

問１ 面 AEFB と平行な辺をすべて答えなさい。 

問２ 四角形 BDNMの面積を求めなさい。なお，途中の計算も書くこと。 

問３ 線分 AG と平面 BDNM との交点を P とするとき，線分 AP の長さを求めなさい。なお，途中の計算も書くこ

と。 

 

 

解答欄 

 

問１  

問２ 

〔計算〕 

答              cm2
 

問３ 

〔計算〕 

答              cm 

 

 
 



解答 

問１ 辺 CG，辺 DH，辺 CD，辺 GH 

問２ 

〔計算〕 

四角形 BDNMは台形 

BD＝ 24 ，MN＝ 22 ，BM＝ 22 42 ＋ ＝ 52  

よって台形の高さは 22 )2()52( － ＝ 23  

したがって求める面積は
2

1
×( 22 ＋ 24 )× 23 ＝18 

答 18 cm2 

問３ 

〔計算〕 

AG＝ 22 )24(4 ＋ ＝ 34  

三角形の相似より AP：PG＝2：3 

したがって求める長さは AP＝
5

2
AG＝

5

8
3  

答 
5

8
3 cm 

解説 

問１ 

面 AEFB と平行な辺は面 AEFB と交わらない辺だから辺 CG，辺 DH，辺 CD，辺 GH 

問２ 

線分 DB，線分HFは 1辺が 4 cmの正方形の対角線だから DB＝HF＝ 24 cm 

△EHFにおいて中点連結定理より NM // HF 

NM＝
2

1
HF＝ 22 cm 

BM＝DN＝ 22 42 ＋ ＝ 52 cm 

四角形 NMBDは NM // DBの台形だから点Mから線分 DBに垂線をひき交点を K とすると 

BK＝( 24 － 22 )÷2＝ 2 cm 

MK＝ 22 )2()52( － ＝ 23 cm 

よって四角形 BDNMの面積は
2

1
×( 22 ＋ 24 )× 23 ＝18 cm2 

問３ 

線 AGは 1辺が 4 cmの立方体の対角線だから 34 cm  

線 AC と線 BDの交点を I，線 EG と線 NM との交点を J とする。 

AI // JG より 

△PAI∽△PGJ 

PA：PG＝AI：GJ＝
2

1
AC： 









2

1

2

1

2

1
×＋ AC＝

2

1
：
4

3
＝2：3 

よって AP＝
5

2
AG＝

5

2
× 34 ＝

5

38
cm 

 



【問 13】 

図のように，底面の半径が 3 cmで，高さが 4 cmの円錐がある。 

(1) 円錐は，ある平面図形を直線のまわりに 1 回転させてできる立体とみることができ

る。直線 を回転の軸として 1回転させたとき，円錐ができる図形として正しいものを，次

のア～オから 1つ選び，記号を書きなさい。 

（長野県 2015年度） 

ア イ ウ エ オ 

     

(2) 図の円錐の体積を求めなさい。ただし，円周率はπとする。 

(3) 図の円錐の側面となるおうぎ形の半径と，中心角の大きさを求めなさい。 

 

図 

 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm3 

(3) 

半径                cm 

中心角               ° 

 

 
 



解答 

(1) イ 

(2) 12π cm3 

(3) 

半径 5 cm 

中心角 216° 

解説 

問１ 

(1) 

円錐は直角をはさむ 2辺が 4 cm，3 cmの直角三角形を 4 cmの辺を軸として 1回転させてできる立体なので 

選択肢はイ 

(2) 

体積は
3

1
×π×32×4＝12π cm3 

(3) 

側面のおうぎ形の半径は 22 43 ＋ ＝5 cm 

中心角を x°とすると 

2π×5×
360

x
＝2π×3 

x＝216° 
 



【問 14】 

図３のような，2 つの容器 P，Q がある。容器 P は，底面が 1

辺 4 cmの正方形で，高さが 2 cmである正四角すいの形をし

ている。容器Qは，底面が 1辺 8 cmの正方形で，高さが 4 cm

である直方体の形をしている。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。ただし，容器の厚さは

考えないものとする。 

（静岡県 2015年度） 

問１ 「容器 P いっぱいに水を入れて，その水を水平に置

かれた容器 Q に移しかえる。この作業を繰り返して，

容器 Q を満水にするには，容器 P で何杯分の水を

移しかえればよいか」について，SさんとTさんは，そ

れぞれ違う解き方で答えを出した。 

S さんは，右の  の中のように，それぞれの体積

を求める解き方で答えを出した。一方，T さんは，そ

れぞれの体積を求める解き方ではなく，比を使う解き

方で答えを出した。T さんの解き方を書きなさい。 

問２ 図４は，水がいっぱいに入った容器 Q を，静かに傾けながら水をこぼ

し，水面が，点 A，点 D，辺 BFの中点 L，辺 CEの中点Mの 4点を

通るところで静止させたときの見取図である。 

線分 AD と線分 ML の長さを求めなさい。さらに，求めた長さを比べ

た結果について正しく述べたものを，次のア～ウの中から 1 つ選び，

記号で答えなさい。 

ア 線分 ADの方が長い。 

イ 線分MLの方が長い。 

ウ どちらも同じである。 

 

図３ 

 

(S さんの解き方) 

容器 Pに入る水の体積は，
3

1
×42×2＝

3

32
 

容器 Qに入る水の体積は，82×4＝256 

256÷
3

32
＝24 

したがって，24杯分である。 

図４ 

 

 



解答欄 

 

問１ 

〔T さんの解き方〕 

したがって，24杯分である。 

問２ 

AD               cm 

ML               cm 

記号 

 

 

解答 

問１ 

底面が 1辺 4 cmの正方形で高さが 2 cmの正四角柱は 

容器 Pの 3倍の体積であり 

底面が 1辺 8 cmで高さが 4 cmの容器 Q とは相似になる。 

その相似比は 1：2 より 

体積比は 1：8 

よって容器 Qの体積は 

容器 Pの 3×8＝24 倍である。 

したがって 24杯分となる。 

問２ 

AD 12 cm 

ML 28 cm 

記号 ア 

解説 

問２ 

ADは容器 Qの対角線の長さだから AD＝ 222 488 ＋＋ ＝ 144 ＝12 cm 

MLは 1辺が 8 cmの正方形の対角線の長さと一致するので 28 cm 

28 ＝ 128  

144 ＞ 128 より 

ADの方が長い。 

よって選択肢はア 

 



【問 15】 

図で，A，B，C，D，E，F，G，H を頂点とする立体は立方体であり，I は線分

AG上の点で，IE⊥AGである。 

AB＝3 cmのとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

（愛知県 2015年度 B） 

(1) 線分 IEの長さは何 cmか，求めなさい。 

(2) 四角すい IEFGHの体積は何 cm3か，求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) 6 cm 

(2) 6 cm3 

解説 

(1) 

EGを結ぶ。 

線分 EGは 1辺が 3 cmの正方形の対角線より EG＝ 23 cm 

線分 AGは立方体の対角線より AG＝ 33 cm 

2組の角がそれぞれ等しくなるので△AEG∽△AIEだから 

EG：IE＝AG：AE 

23 ：IE＝ 33 ：3 

IE＝ 6 cm 

(2) 

△AIEにおいて 

AI＝ ( )22 63 − ＝ 3 cm 

GI＝ 33 － 3 ＝ 32 cm 

点 Iから線分 EGに垂線をひき交点を K とすると 

IK // AE より 

IK：AE=GI：GA 

IK：3＝ 32 ： 33  

IK＝2 cm 

よって四角すい IEFGHの体積は
3

1
×正方形 EFGH×IK＝

3

1
×32×2＝6 cm3 

 



【問 16】 

右の図は，円すいの展開図であり，側面の部分は，半径 16 cm，中心角

180°のおうぎ形である。この展開図を組み立ててできる円すいについて，次の

各問いに答えなさい。 

ただし，円周率はπとする。 

（三重県 2015年度） 

(1) この円すいの底面の円の半径を求めなさい。 

(2) この円すいの体積を求めなさい。なお，答えに がふくまれるときは， の中をできるだけ小さい自然数に

しなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) 8 cm 

(2) 
3

3512
π cm3 

解説 

(1) 

円すいの底面の半径を r cm とすると 

2πr＝2π×16×
360

180
 

r＝8 cm 

(2) 

円すいの高さを h cm とすると 

三平方の定理より h＝ 22 816 － ＝ 22 816 － ＝ 38 cm 

よって求める体積は
3

1
π×82× 38 ＝

3

3512
π cm3 

 



【問 17】 

半径 4 cmの球を，中心 O を通る平面で切ってできる半球の形をした容器があり，右

の図１のように，切り口を水平に保って満水にしてある。また，右の図２のように，頂点を

A，底面の円の中心をBとする円錐の形をした鉄のおもりがあり，AB＝ 73 cmである。 

このおもりを右の図３のように，底面を水平に保ったまま，線分 AB が点 O を通るよう

に，おもりが容器に触れるまで静かに沈めたところ，水があふれ，AO＝ 72 cm となっ

た。 

このとき，次の問１～問３に答えよ。ただし，容器の厚さは考えないものとし，円周率は

πとする。 

（京都府 2015年度 前期） 

問１ 図１の容器に入っている水の体積を求めよ。 

問２ おもりの底面の円の半径を求めよ。 

問３ 容器に触れるまでおもりを沈めたとき，あふれた水の体積を求めよ。 

 

図１ 

 

図２ 

 

図３ 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

問３ cm3 

 

 

 



解答 

問１ 
3

128
π cm3 

問２ 3 cm 

問３ 
3

719
π cm3 

解説 

問１ 

水の体積は
2

1
×
3

4
×π×43＝

3

128
π cm3 

問２ 

OB＝ 73 － 72 ＝ 7 cm 

おもりの底面の円周上の点を P とすると OP＝4 cm 

△OBPにおいて 

三平方の定理より BP＝ ( )22 74 － ＝3 

よって求める半径は 3 cm 

問３ 

おもりの体積は
3

1
×π×32× 73 ＝ 79 π cm3 

おもりの水面から出ている分とおもり全体は相似であり 

相似比は 2：3だから 

体積比は 8：27 

よってあふれた水の体積はおもりの水面に沈んでいる部分の体積と一致し 

おもり全体の体積の
27

19
倍である。 

よって 79 π×
27

19
＝

3

719
π cm3 

 



【問 18】 

三角柱 ABC－DEF の形をした透明な容器がある。この容器の側面はす

べて長方形で，AB＝18 cm，BC＝6 cm，∠ACB＝90°，AD＝16 cm で

ある。この容器を右の図のように，△ABCが底になるように置き，容器の底か

ら高さ 7 cmのところまで水を入れ，密閉する。 

このとき，次の問１・問２に答えよ。ただし，容器は水平な台の上に置くもの

とし，容器の厚さは考えないものとする。 

（京都府 2015年度 中期） 

問１ 容器に入っている水の体積を求めよ。 

問２ この容器を四角形 ABEDが底になるように置いたとき，容器の底から水面までの高さは何 cmになるか求め

よ。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

 

 
 



解答 

問１ 2252 cm3 

問２ 2 cm 

解説 

問１ 

△ABCにおいて∠ACB＝90°より 

三平方の定理を利用して AC＝ 22 618 － ＝ 212 cm 

よって水の体積は△ABC×7＝
2

1
× 212 ×6×7＝ 236 ×7＝ 2252 cm3 

問２ 

四角形 ABEDが底になるように置いたときの水の入っていない部分の体積は 

2

1
× 212 ×6×9＝ 2324 cm3 

できる水面と AC，BC との交点をそれぞれ G，H とすると 

△CGH×16＝ 2324  

△CGH＝
4

281
cm2 

△CGH∽△ABCで 

面積比は
4

281
： 236 ＝9：16＝32：42 

よって相似比は 3：4 

Cから ABにひいた垂線をひき GH，AB との交点をそれぞれ，I，J とする。 

2

1
×18×CJ＝ 236  

CJ＝ 24 cm 

CI：CJ＝3：4 より 

CI： 24 ＝3：4 

CI＝ 23 cm 

よって求める高さ IJ＝ 24 － 23 ＝ 2 cm 

 



【問 19】 

右図において，立体 A－BCDE は四角すいである。底面

BCDEは長方形であり，BC＝6 cm，CD＝4 cmである。側面

の三角形△ABC，△ACD，△ADE，△AEB はすべて二等

辺三角形であり，AB＝AC＝AD＝AE である。F は，底面

BCDE の対角線の交点である。A と F とを結ぶ。AF＝6 cm

である。このとき，線分 AF は底面 BCDE と垂直である。G は

辺AB上にあってA，B と異なる点であり，H，I，Jはそれぞれ

辺 AC，AD，AE 上にあって AG＝AH＝AI＝AJ となる点で

ある。このとき，4 点 G，H，I，J を結んでできる四角形 GHIJ

は長方形であり，GH // BC，HI // CDである。 

（大阪府 2015年度 前期）  

(1) 四角すい A－BCDEの体積を求めなさい。 

(2) AG＝x cm とするとき，四角形 GHIJの面積を x を用いて表しなさい。求め方も書くこと。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm3 

(2) 

〔求め方〕 

cm2 

 

 
 



解答 

(1) 48 cm3 

(2) 

〔求め方〕 

∠BCD＝90°だから 

BD2＝BC2＋CD2 

BD＝y cm とすると 

y2＝62＋42 

これを解くと 

y＞0 より 

y＝ 132  

Fは対角線 BDの中点だから 

BF＝ 13 cm 

∠AFB＝90° だから 

AB2＝AF2＋BF2 

AB＝z cm とすると 

z2＝62＋( 13 )2 

これを解くと 

z＞0 より 

z＝7 

GH // BCだから 

AG：GH＝AB：BC＝7：6 

よって GH＝
7

6
x cm 

HI//CDだから 

AH：HI＝AC：CD＝7：4 

よって HI＝
7

4
x cm 

したがって四角形 GHIJの面積は 

GH×HI＝
7

6
x×

7

4
x ＝

49

24
x2 cm2 

49

24
x2 cm2 

解説 

(1) 

求める体積は
3

1
×長方形 BCDEの面積×AF より

3

1
×4×6×6＝48 cm3 

(2) 

△BCDにおいて 

三平方の定理より BD＝ 22 46 ＋ ＝ 132 cm 

長方形の対角線はそれぞれの中点で交わるので BF＝ 13 cm 

△ABFにおいて 

三平方の定理より AB＝ ( ) 22
613 ＋ ＝7 cm 

よって AG：AB＝x：7 

GH // BC より 

GH：6＝x：7 

GH＝ x
7

6
 

同様に HI：4＝x：7 

HI＝ x
7

4
 

よって四角形 GHIJ＝ x
7

6
× x
7

4
＝ 2

49

24
x  cm2 

 



【問 20】 

図１～図３において，立体 ABC－DEF は三角柱である。△

ABC と△DEF は合同な二等辺三角形であり，BA＝BC＝6 

cm，AC＝2 cmである。四角形 DEBA，DFCA，FEBCは長方

形である。BE＝x cm とする。 

次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ数になる場合は，

根号の中をできるだけ小さい自然数にすること。 

（大阪府 2015年度 後期） 

問１ 図１において，次のア～オのうち，辺 AB とねじれの位置

にある辺はどれですか。すべて選び，記号を○で囲みな

さい。 

ア 辺 AC 

イ 辺 BE 

ウ 辺 CF 

エ 辺 DE 

オ 辺 EF 

問２ 図２において，Gは，辺 ACの中点である。B とG とを結

ぶ。このとき，BG⊥ACである。Hは，Aから辺 BCにひ

いた垂線と辺 BC との交点である。 

このとき，△ACH∽△BCG である。E と H とを結ぶ。

EH＝7 cm であるときの x の値を求めなさい。求め方も

書くこと。 

問３ 図３は，図２において x＝2 であるときの状態を示している。図３において，I は，辺 AB 上にあって A，B と

異なる点である。J は，I から辺 BC にひいた垂線と辺 BC との交点である。K は，I を通り辺 BE に平行な

直線と辺 DE との交点である。L は，J を通り辺 BE に平行な直線と辺 EF との交点である。このとき，立体

IBJ－KELは三角柱である。 

BI＝3 cmであるとき， 

(1) 線分 IJの長さを求めなさい。 

(2) 立体 AIJC－DKLFの体積を求めなさい。 

 

図１ 

 

図２ 

 

図３ 

 

 



解答欄 

 

問１ ア    イ    ウ    エ    オ 

問２ 

〔求め方〕 

xの値 

問３ 

(1) cm 

(2) cm3 

 

 
 



解答 

問１ ウ,オ 

問２ 

〔求め方〕 

Gは辺 ACの中点だから 

CG＝
2

1
AC＝1 

△ACH∽△BCGだから 

AC：CH＝BC：CG＝6：1 

よって CH＝
6

1
AC＝

3

1
cm 

だから BH＝BC－CH＝
3

17
cm 

∠EBH＝90°だから 

BE2＋BH2＝EH2 

よって x2＋
2

3

17







 ＝72 

これを解くと 

x＞0 より 

x＝
3

382
 

xの値 
3

382
 

問３ 

(1) 
6

35
cm 

(2) 
36

3555
cm3 

 



解説 

問１ 

辺 AB とねじれの位置にあるのは AB と平行なものと交わるものを除いた辺。 

よって辺 CF，辺 EF，辺 DF 

選択肢にあるのはウの辺 CF とオの辺 EFになる。 

問２ 

Gは辺 ACの中点より CG＝
2

1
AC＝

2

1
×2＝1 cm 

△ACH∽△BCGだから 

AC：CH＝BC：CG＝6：1 

よって CH＝
6

1
AC＝

6

1
×2＝

3

1
cm 

BH＝6－
3

1
＝

3

17
cm 

△EBHにおいて∠EBH＝90°だから 

三平方の定理より EB＝
2

2

3

17
7 







－ ＝
3

382
cm 

問３ 

(1) 

△ACHにおいて 

∠AHC＝90°より AH＝
2

2

3

1
2 







－ ＝
3

35
cm 

IJ // AH より 

IJ：AH＝BI：BA 

IJ：
3

35
＝3：6 

6IJ＝ 35  

IJ＝
6

35
cm 

(2) 

△BCGにおいて 

∠BGC＝90°より BG＝ 22 16 － ＝ 35 cm 

また IJ//AH より 

BJ：JH＝BI：IA＝3：3＝1：1 

よって BJ＝
2

1
BH＝

6

17
cm 

立体 AIJC－DKLFの体積は 

三角柱 ABC－DEFの体積－三角柱 BIJ－EKLの体積で求めることができる。 

よって
2

1
×2× 35 ×2－

2

1
×

6

17
×

6

35
×2＝ 352 －

36

3517
＝

36

3555
cm3 

 



【問 21】 

右の図１のように，AC＝6 cm，BC＝8 cm，AD＝5 cm，∠

ACB＝90°の三角柱がある。このとき，次の各問いに答えなさ

い。 

（鳥取県 2015年度） 

問１ 線分 ABの長さを求めなさい。 

問２ △ADE を，直線 AD を軸として 1 回転させてできる立体

の体積を求めなさい。 

問３ 右の図２のように，図１の三角柱の表面に，頂点 Aから 2辺 BE，CF と交わるように，頂点 Dまでひもをゆる

まないようにかける。かけるひもの長さがもっとも短くなるとき，2辺BE，CFと交わる点をそれぞれ P，Q とす

る。このとき，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 線分 PEの長さと線分 QFの長さの比を，もっとも簡単な整数の比で表しなさい。 

(2) 三角錐 DFPQの体積を求めなさい。 

 

図１ 

 

図２ 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm3 

問３ 

(1) PE：QF＝     ： 

(2) cm3 

 

 
 



解答 

問１ 10 cm 

問２ 
3

500
π cm3 

問３ 

(1) PE：QF＝7：3 

(2) 10 cm3 

解説 

問１ 

△ABCにおいて 

∠ACB＝90°より三平方の定理から AB＝ 22 86 ＋ ＝10 cm 

問２ 

△ADEを ADを軸として 1回転させてできる立体は 

底面の半径が 10 cm高さが 5 cmの円錐だから 

3

1
×π×102×5＝

3

500
π cm3 

問３ 

(1) 

かけるひもの長さがもっとも短くなるのは 

右の図のようになるとき。 

このとき QF//PEだから 

PE：QF＝DE：DF＝14：6＝7：3 

(2) 

三角錐 DFPQの底面を△DQF と考える。 

(1)の図より QF//ADから 

QF：AD＝6：24＝1：4 

QF：5＝1：4 

4QF＝5 

QF＝
4

5
cm 

よって求める体積は
3

1
×△DQF×EF＝

3

1
×
2

1
×6×

4

5
×8＝10 cm3 

 

 



【問 22】 

右の図のような三角柱がある。 

AB＝5 cm，AC＝3 cm，AD＝1 cm，∠EDF＝90°であると

き，次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

（香川県 2015年度） 

(1) この三角柱の辺のうち，面 ACFD と垂直な辺はどれ

か。すべて書け。 

(2) 右の図のように，頂点 F から辺 DE を通って頂点 B まで，三角柱の面に沿って糸を張る。張った糸の長さが

もっとも短くなるときの，糸の長さは何 cmか。 

 

 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm 

 

 

解答 

(1) 辺 AB，辺 DE 

(2) 41 cm 

解説 

(1) 

面 ACFD と垂直な辺は辺 AB と辺 DE 

(2) 

張った糸の長さが最も短くなるのは 

右の図のように展開した図において BFが直線になるとき。 

よって BF＝ 22 45 ＋ ＝ 41 cm 

 

 



【問 23】 

下の図１のような円すいがあり，図２はその展開図である。この展開図において，底面の円の半径は 2 cm，側面

のおうぎ形の半径は 5 cmである。 

（愛媛県 2015年度） 

図１ 図２ 

 

 

(1) 図１の円すいの高さを求めよ。 

(2) 図２の側面のおうぎ形の中心角の大きさを求めよ。 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) 度 

 

 

解答 

(1) 21 cm 

(2) 144度 

解説 

(1) 

円すいの高さは三平方の定理を利用して 22 25 － ＝ 21 cm 

(2) 

側面のおうぎ形の中心角を x°とするとおうぎ形の弧の長さと底面の円周は等しいので 

2π×5×
360

x
＝2π×2 

x＝144° 

 



【問 24】 

図は，BC＝6 cmの正四角すい ABCDEを表している。 

次の問１は指示にしたがって，問２，問３は最も簡単な数で答え

よ。ただし，根号を使う場合は の中を最も小さい整数にする

こと。 

（福岡県 2015年度） 

問１ 図に示す立体において， 

辺 BC とねじれの位置にある辺を，次のア～キからすべ

て選び，記号で答えよ。 

ア 辺 AB 

イ 辺 AC 

ウ 辺 AD 

エ 辺 AE 

オ 辺 BE 

力 辺 CD 

キ 辺 DE 

問２ 図に示す立体において， 

辺 AB，AC，AD，AE の中点をそれぞれ F，G，H，I とする。正四角すい ABCDE を 4 点 F，G，H，I を

通る平面で分けたときにできる 2 つの立体のうち，頂点 A をふくまない立体の体積は，四角すい FBCDE

の体積の何倍か求めよ。 

問３ 図に示す立体において， 

辺 AB上に点 J，辺 AC上に点Kを，AJ：JB＝AK：KC＝1：2 となるようにとると，四角形 JKDEの面積が

24 cm2である。このとき，辺 ACの長さを求めよ。 

 

 

 



解答欄 

 

問１  

問２ 倍 

問３ cm 

 

 

解答 

問１ ウ，エ 

問２ 
4

7
倍 

問３ 73 cm 

解説 

問１ 

辺 BC とねじれの位置にある辺は交わったり平行であったりする辺を除いたものだから 

辺 AE と辺 AD 

問２ 

正四角すい A－BCDEの体積を S とすると 

正四角すい A－BCDE と正四角すい A－FGHIの相似比は 2：1 より体積比は 8：1だから 

正四角すい A－FGHIの体積は
8

1
S 

よって立体 FGHI－BCDEの体積は
8

7
S 

また四角すい F－BCDEの体積は，底面積が A－BCDE と同じで高さが
2

1
だから

2

1
S 

よって立体 FGHI－BCDEの体積は四角すい F－BCDEの体積の
8

7
S÷

2

1
S＝

4

7
 倍 

問３ 

△ABCにおいて 

AJ：JB＝AK：KC より JK//BC 

よって JK：BC＝AK：AC 

JK：6＝1：3 

JK＝2 cm 

JK//BC，BC//ED より JK//ED 

台形 JKDEにおいて点 Kから辺 EDに垂線をひき交点をM とすると 

台形 JKDEの面積が 24 cm2より 

2

1
×(2＋6)×KM＝24 

KM＝6 cm 

また DM＝(6－2)÷2＝2 cm より 

三平方の定理から KD＝ 22 26 ＋ ＝ 102 cm 

△CKDにおいて点 Kから辺 CDに垂線をひき交点を N とすると 

DN＝4 cm 

CN＝2 cm 

よって KN＝ 22 4)102( － ＝ 62 cm 

KC＝ 22 2)62( ＋ ＝ 72 cm 

したがって AC＝
2

3
KC＝

2

3
× 72 ＝ 73 cm 

 



【問 25】 

図のように，OA＝OB＝OC＝4 cm，∠AOB＝∠BOC＝∠COA＝45°

の三角すい OABCがある。点 A から辺 OBに垂線 AD をひき，点 D から

辺 OCに垂線 DEをひき，点 Eから辺 OAに垂線 EFをひく。 

このとき，問１～問４に答えなさい。 

（佐賀県 2015年度 一般） 

問１ 線分 ODの長さを求めなさい。 

問２ 線分 EFの長さを求めなさい。 

問３ 四角形 ACEFの面積を求めなさい。 

問４ 三角すい OABCに，点 Aから点 F まで，辺 OB，辺 OCの順に交わるようにひもをかける。ひもの長さが最

も短くなるとき，ひもの長さを求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

問３ cm2 

問４ cm 

 

 
 



解答 

問１ 22 cm 

問２ 2 cm 

問３ 24 －1 cm2 

問４ 26 cm 

解説 

問１ 

△OADは∠ODA＝90°，∠AOD＝45°より OD：AD：OA＝1：1： 2 の直角二等辺三角形。 

よって OD：4＝1： 2  

2 OD＝4 

OD＝
2

4
＝ 22 cm 

問２ 

△ODEは OE：ED：OD＝1：1： 2 の直角二等辺三角形。 

よって OE： 22 ＝1： 2 より OE＝2 cm 

また△OEFは FO：EF：OE＝1：1： 2 の直角二等辺三角形。 

よって EF：2＝1： 2 より EF＝ 2 cm 

問３ 

四角形 AECF＝△OAC－△OEF＝
2

1
×4× 22 －

2

1
× 2 × 2 ＝ 24 －1 cm2 

問４ 

右の図のように展開図において 

Aから OAの延長線に垂線をひき交点を H とする。 

△AOHは∠AHO＝90°，∠AOH＝45°より 

AH＝OH＝
2

1
OA＝

2

1
×4＝ 22 cm 

よって FH＝ 22 ＋ 2 ＝ 23 cm 

△AFHにおいて 

三平方の定理より AF＝ 22 )23()22( ＋ ＝ 26 cm 

 

 



【問 26】 

図１，図２のように，O を頂点とし，線分 AB を底面の直径，点 C を底面の

中心とする円すいがある。OA＝10 cm，AB＝12 cm とするとき，次の問いに

答えなさい。 

（長崎県 2015年度） 

問１ 図１において，底面の円周の長さは何 cmか。 

問２ 図１において，円すいの体積は何 cm3か。 

問３ 図２のように，円すいにちょうど入る球が母線 OA とふれている点を P

とする。また，この球は底面の中心Cにもふれている。図３は，図２を

正面から見た図であり，円の中心をQとする。このとき，次の(1)～(3)

に答えよ。 

(1) 図３において，線分 PQの長さは何 cmか。 

(2) 図３において，△OPQ と△OACの面積の比を最も簡単な整数の比で表せ。 

(3) 図２において，点 P を通り，底面に平行な平面で円すいを 2 つに切り分ける。このとき，頂点 O をふくむ

ほうは円すいになる。この円すいの側面積は何 cm2か。 

 

図１ 

 

図２ 

 

図３ 

 

 



解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm3 

問３ 

(1) cm 

(2) △OPQ：△OAC＝       ： 

(3) cm2 

 

 

解答 

問１ 12π cm 

問２ 96π cm3 

問３ 

(1) 3 cm 

(2) △OPQ：△OAC＝1：4 

(3) 
5

48
π cm2 

 



解説 

問１ 

底面の円周の長さは 12×π＝12π cm 

問２ 

△OACにおいて 

三平方の定理より OC＝ 22 610 － ＝8 cm 

よって求める体積は
3

1
π×62×8＝96π cm3 

問３ 

(1) 

PQ＝r cm とすると 

CQ＝PQ＝r cm 

OQ＝8－r cm 

PQ⊥OAだから 

2組の角がそれぞれ等しくなるので 

△OQP∽△OAC 

よって r：6＝(8－r)：10 

10r＝6(8－r) 

これを解いて 

r＝3 cm 

(2) 

△OPQ と△OACの相似比は PQ：CA＝3：6＝1：2 

よって面積比は 1：4 

(3) 

△OPQ と△OACの相似比は 1：2 より 

OP：8＝1：2 

OP＝4 cm 

点 Pから線分 OCに垂線をひき交点を R とする。 

△OPR∽△OACで 

相似比は OP：OA＝4：10＝2：5 

面積比は 4：25 

もとの円すいの側面積はπ×102×
102

62

×π

×π
＝60π cm2より 

求める円すいの側面積を S とすると 

S：60π＝4：25 

25S＝240π 

S＝
5

48
π cm2 

 



【問 27】 

右の図は，点 A，B，C，D，E，Fを頂点とし，3つの側面

がそれぞれ長方形である三角柱で，AD＝5 cm，DE＝6 

cm，EF＝4 cm，∠ABC＝90°である。辺 AB 上に点 P

を，2つの線分DP，PCの長さの和が最小となるようにとる。

また，点 Qは，線分 AE と線分 DP との交点である。 

このとき，次の各問いに答えなさい。ただし，根号がつくと

きは，根号のついたままで答えること。 

（熊本県 2015年度） 

問１ 辺 ACの長さを求めなさい。 

問２ 線分 PBの長さを求めなさい。 

問３ 線分 AQ と線分 QEの長さの比 AQ：QEを求めなさい。答えは最も簡単な整数比で表すこと。 

問４ 四角形 ADFCを底面とする四角すい QADFCの体積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

問３ AQ：QE＝        ： 

問４ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 312 cm 

問２ 
3

8
cm 

問３ AQ：QE＝5：9 

問４ 
7

001
cm3 

解説 

問１ 

△ABCにおいて 

三平方の定理より AC＝ 22 46 ＋ ＝ 132 cm 

問２ 

DP，PCが最短になるとき展開図の一部は右のようになる。 

AD // CE より PA：PB＝AD：BC＝5：4 

よって PB＝
9

4
AB＝

9

4
×6＝

3

8
cm 

問３ 

AD // CE より 

AQ：QE＝AD：CE＝5：(4＋5)＝5：9 

問４ 

Qから面 ADFCに垂線をひきその交点をH とする。 

また Eから DFに垂線をひき交点を K とする。 

△DEK∽△DFEだから 

DE：DF＝EK：FE 

6： 132 ＝EK：4 

EK＝
132

24
＝

13

1312
cm 

△AEKにおいて 

QH // EK より 

QH：EK＝AQ：AE 

よって QH：
13

1312
＝5：14 

QH＝
91

1330
cm 

したがって四角すい QADFCの体積は
3

1
×5× 132 ×

91

1330
＝

7

100
cm3 

 

 



【問 28】 

図１のように，AD // BC である台形 ABCD があり，AB＝10 cm，AD＝5 cm，BC＝15 cm，∠BAD＝90°であ

る。点 M は，辺 CD の中点であり，点 N は，点 M から辺 BC にひいた垂線と辺 BC との交点である。図２は，図１

の台形ABCDを，線分BD，線分BM，線分MNで折り曲げてできる三角すいである。また，図１の点 C，点Nは，

図２の三角すいにおいて，点 D，点 A とそれぞれ重なっている。 

次の問１～問４に答えなさい。 

（大分県 2015年度） 

図１ 図２ 

 
 

問１ 図２の三角すいにおいて，辺 AD とねじれの位置にある辺を答えなさい。 

問２ 図２の三角すいの体積を求めなさい。 

問３ 図２の三角すいにおいて，△BDMを底面としたときの高さを求めなさい。 

問４ 図３のように，図１の台形 ABCD において，線分 AN と線分 BD，

線分 BM との交点をそれぞれ P，Q とし，辺 AB の中点を R とす

る。このようにして定めた 3点P，Q，Rを図２の三角すいの辺上に

とり，3 点 P，Q，R を通る平面で図２の三角すいを切ったとき，点

Bをふくむ方の立体の体積を求めなさい。 

図３ 

 

 



解答欄 

 

問１ 辺 

問２ cm3 

問３ cm 

問４ cm3 

 

 

解答 

問１ 辺 BM 

問２ 
3

125
cm3 

問３ 
3

10
cm 

問４ 
27

250
cm3 

 



解説 

問１ 

辺 AD とねじれの位置にある辺は交わらず平行でもないものだから辺 BM 

問２ 

展開図において点 Dから辺 BCに垂線をひき交点を H とする。 

MN // DH より 

MN：DH＝CM：CD 

MN：10＝1：2 

2MN＝10 

MN＝5 cm 

よって求める三角すいの体積は
3

1
×△ADM×AB＝

3

1
×
2

1
×5×5×10＝

3

125
cm3 

問３ 

展開図において CM＝DM より △BDM＝
2

1
△DBC＝

2

1
×
2

1
×15×10＝

2

75
cm2 

組み立てた三角すいにおいて△BDMを底面としたときの高さを h cm とすると 

3

1
×

2

75
×h＝

3

125
より 

h＝
3

10
cm 

問４ 

AD // BN より BP：PD＝BN：DA＝10：5＝2：1 

四角形 ANCDは AD // NC，AD＝NC より平行四辺形である。 

よって AN // DC 

△BPQ∽△BDMだから 

BP：BD＝2：3 より 

△BPQ：△BDM＝4：9 

よって△BPQ＝
9

4
△BDM 

また点 Rは辺 ABの中点だから 

点 Rから面 BDMにひいた垂線の長さは点 Aから面 BDMにひいた垂線の長さの
2

1
 

したがって求める三角すい BPQRの体積は三角すい ABDMの体積の
9

4
×
2

1
＝
9

2
倍 

したがって
3

125
×
9

2
＝

27

250
cm3 

 



【問 29】 

次の図１のような，直方体の形をした紙の箱がある。この箱の面 ABCD

は切り取られており，AB＝AE＝6 cm，BC＝8 cmである。また，点 I，J，

K，L，M，N は，それぞれ線分 AE，BF，CG，DH，AB，CD の中点で

ある。 

このとき，後の問１～問３に答えなさい。ただし，円周率はπとし，箱の

面の厚さは考えないものとする。 

（宮崎県 2015年度） 

問１ 図１において，箱の底面 EFGH の対角線 EG の長さを求めなさ

い。 

問２ 図２と図３は，図１の箱を変形して，立体をつくる手順を示したもの

である。 

このとき，図３の，点 M，N，E，F，H を頂点とする立体につい

て，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) この立体の表面積を求めなさい。 

(2) この立体の体積を求めなさい。 

 

図１ 

 

図２ 

 

図３ 

 

 



問３ 図４は，図１の箱の四角形 IJKL より上の部分を切り取り，底面の円の半径が 3 cm，高さが 8 cm の円柱を

入れたものである。 

箱に円柱を入れたまま，図５のように，次の①，②の手順にしたがって，2 本のひも a，b をかけ，円柱の

真上の点 P でつるす。点 P は，箱の下側で 2 本のひもが交わる点 Q を通り，底面 EFGH に垂直な直線

上にある。 

① ひも a を，点 Pから線分 IJ，EF，GH，KLのそれぞれの中点を通り，最も短くなるようにして，

再び点 Pに戻す。 

② ひも b を，点 P から線分 IL，EH，FG，JK のそれぞれの中点を通り，最も短くなるようにして，

再び点 Pに戻す。 

ひも aの長さが 30 cmであるとき，ひも bの長さを求めなさい。ただし，ひもの太さは考えないものとする。 

図４ 図５ 

 

 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ 

(1) cm2 

(2) cm3 

問３ cm 

 

 
 



解答 

問１ 10 cm 

問２ 

(1) 216 cm2 

(2) 390 cm3 

問３ (π＋12＋ 36 ) cm 

解説 

問１ 

三平方の定理より EG＝ 22 86 ＋ ＝10 cm 

問２ 

(1) 

問題の図３の立体の表面積は図１の直方体の表面積のうち面 ABCDのないものだから 

6×(6×2＋8×2)＋6×8＝216 cm2 

(2) 

できる立体は底面を正三角形 AEF高さを AD とする三角柱と 

底面を正三角形 AEF高さをMA とする三角錐 2つ分でできている。 

1辺が 6 cmの正三角形の高さは
2

3
×6＝ 33 cm より 

求める体積は
2

1
×6× 33 ×8＋

3

1
×
2

1
×6× 33 ×3×2＝ 372 ＋ 318 ＝ 390 cm3 

問３ 

右の図１のように PQ と面 IJKL との交点を O 

Oを中心とする半径 OQの円と 

PQ との交点のうち Qではない交点を R とする。 

またひも aが面 IEFJ上の円と交わる点を T とする。 

このとき PT＝(30－6×2－8)÷2＝5 cm 

△PTRにおいて 

三平方の定理より PR＝ 22 45 － ＝3 cm 

また図２のように円 O とひも bの交点の１つを U とすると 

△POUにおいて 

PO＝6 cm 

OU＝3 cm 

∠PUO＝90°だから PU＝ 22 36 － ＝ 33 cm 

△POUは 

辺の比が 1：2： 3 の直角三角形だから 

∠POU＝60° 

よってひも bの長さは 









33

360

30
32 ＋××π ×2＋6＋3×2＝π＋12＋ 36 cm 

図１ 

 

図２ 

 

 



【問 30】 

図１のように，円 O が AB＝AC＝4 cm，BC＝6 cm の△

ABCの各辺と接している。 

△ABCの面積を S cm2，円 Oの半径を r cm として，次の

各問いに答えなさい。 

（沖縄県 2015年度） 

問１ Sの値を求めなさい。 

問２ 

(1) Sを rを使って表しなさい。 

(2) rの値を求めなさい。 

問３ 円 O と△ABC の各辺との接点を，図２のように D，E，F とする。直線 AD を軸として△DEF を 1 回転させ

てできる回転体の体積を求めなさい。ただし，円周率はπとする。 

 

図１ 

 

図２ 

 

解答欄 

 

問１ S＝                cm2 

問２ 

(1) S＝ 

(2) r＝                cm 

問３ cm3 

 

 

 



解答 

問１ 73 cm2 

問２ 

(1) S＝7r 

(2) r＝
7

73
cm 

問３ 
64

79
π cm3 

解説 

問１ 

AB＝AC より点 Aから辺 BCにひいた垂線と辺 BC との交点を H とすると BH＝CH＝3 cm 

△AHCにおいて 

三平方の定理より AH＝ 22 34 － ＝ 7 cm 

よって S＝△ABC＝
2

1
×6× 7 ＝ 73 cm2 

問２ 

(1) 

△ABC＝△ABO＋△BCO＋△CAO より 

2

1
×4×r＋

2

1
×6×r＋

2

1
×4×r＝2r＋3r＋2r＝7r 

(2) 

S＝ 73 より 

7r＝ 73  

よって r＝
7

73
 

問３ 

図２において△AOE と△ACDは 2組の角がそれぞれ等しいので相似である。 

よって AE：AD＝OE：CD 

AE： 7 ＝
7

73
：3 

3AE＝3 

AE＝1 cm 

同様に AF＝1 cm 

EF と ADの交点を K とすると AF：FB＝AE：EC＝1：3 より 

EF // BC 

EF：BC＝AE：AC 

EF：6＝1：4 

4EF＝6 

EF＝
2

3
cm 

また AK：AD＝AE：AC より 

AK： 7 ＝1：4 

4AK＝ 7  

AK＝
4

7
cm 

DK＝ 7 －
4

7
＝

4

73
cm 

△DEFを ADを軸に 1回転させてできる立体は 

底面の直径が EFの円 

高さが DKの円錐なので 

求める体積は
3

1
×π×

2

4

3







 ×
4

73
＝

64

79
π cm3 

 

 


